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（昭和 53 年 4 月 1 日制定） 

山元の二字を図案化し、全体の円は

町民の団結、融和、協力を表わし、仙

台湾にあって将来大仙台圏の衛星都

市として限りなく発展する山元町の力

強く回転する歯車を象徴した。 

中心より上の部分は躍進する若々し

い芽生えを意味したものである。 

明るく住みよい、和のある町をめざして  

一  郷土を愛し、きれいな町をつくります  

一  生きがいのある、あたたかい町をつくります  

一  教養を深め、文化のかおり高い町をつくります  

一  健康で楽しく働ける町をつくります  

一  みんなの力でゆたかな町をつくります  

 



 

 

 

町制施行２０周年の記念事業として、

町木を制定するため広く町民から募集

したところ、総数２１５点の応募があ

りました。 

そのうち、最も多かった１１４点の

「黒松」が町木に制定されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町木（黒松）昭和 50年 11月制定 
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町の花 

町の野草会など各団体に諮

問し、答申に基づいて選定委

員会が決定しました。  

 

町の鳥  

町内在住の「日本野鳥の会」

会員に諮問し、その意見を参
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1 町 の あ ら ま し 

 
本町は、昭和３０年２月１日町村合併促進法に基づき、旧山下村と旧坂元村の２か村合併によって生まれ

た町であり、宮城県の最東南端に位置します。 

南は福島県新地町と、北は亘理町と接しており、東は太平洋に面し、西は阿武隈高地をもって角田市、丸

森町と接しています。気候温暖にして風光明媚な町です。 

町の面積は 64.58k ㎡、東西最大延長 6.5km、南北最大延長 11.9km のほぼ長方形をなしています。 

町の中央には国道６号が縦貫しています。

また、平成２８年１２月よりＪＲ常磐線が以

前の路線より内陸側で運行を再開し、丘陵地

には常磐自動車道が縦貫しています。町の中

心から県都である仙台市までは約３５㎞の

位置にあります。 

主な産業は農業、とりわけ水稲が中心です

が、野菜、果樹（いちご、りんご、シャイン

マスカット、いちじく）、畜産、漁業（ホッ

キ貝、鮭）、復興芝生と多彩です。 

教育施設として１つの中学校（令和３年３

月に２つの中学校が閉校し４月から山元中

学校が開校）、４つの小学校があり、社会教

育施設としては中央公民館と坂元公民館が

あります。 

平成２３年３月１１日、マグニチュード９．

０という未曽有の地震が本町を襲いました。

特にその後に発生した大津波は、町の約４

０％の地域をのみこみ、６００名以上の尊い

命が失われるとともに、約２，５００世帯の

家屋が被災、流出しました。さらに、鉄道・

道路をはじめとする公共交通機関や電気、上

下水道など生活に不可欠なライフラインは、

現況での復旧が困難なほど破壊・寸断され、

水田、いちご畑、漁港などの産業基盤も壊滅

的な被害を受けました。 

海岸部に位置していた山下第二小学校、中

浜小学校、笠野海浜グラウンド等教育施設、

社会体育施設についても大津波により壊滅

的な被害を受けました。被災した山下第二小

学校は平成２８年８月より、つばめの杜新市

街地に新校舎を建設し運営しています。中浜

小学校は平成２５年３月３１日で閉校し、坂

元小学校へ統合されました。中浜小学校の校舎は、震災伝承を目的と

した震災遺構として改修し令和２年９月から一般公開しております。 

また、平成２９年には防災機能と交流機能を兼ね備えた施設として、

山元町防災拠点・坂元地域交流センター「ふるさとおもだか館（８月

から供用開始）」及び山元町防災拠点・山下地域交流センター「つば

めの杜ひだまりホール（１０月から供用開始）」が建設されました。 

震災で被災した役場庁舎の建て替えが完了し、令和元年５月７日か

ら新庁舎での業務が開始されました。 

令和３年及び４年に福島県沖地震による被害は小・中学校校舎及び

屋内運動場の学校施設や、ふるさとおもだか館及び体育文化センター

等社会教育施設の広範囲に及び災害復旧工事を各年度に行い、小・中

学校施設及びふるさとおもだか館は令和４年度復旧完了、町民体育館

は、令和５年度に復旧完了しております。 

 

面 積 64.58k ㎡ 

位

置 

東経 140°52′ 

北緯 37°57′ 

世帯数 4,850 世帯 

人

口 

男 5,697 人  

女 5,796 人  

合 計 11,493 人  

令和 6 年 5 月 31 日現在 
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２  山 元 町 役 場 庁 舎 配 置 図 
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３ 教 育 の あ ゆ み 

（１）歴代教育委員、教育長及び委員長 
（昭和３１年１０月１日以降） 

◎ 教 育 委 員 

氏     名 在 任 期 間 

橋 谷 田   嘉   蔵 昭和３１．１０． １～昭和４２． ６．３０ 

佐   藤   経   雄 昭和３１．１０． １～昭和３３． ９．３０ 

小   林   善 之 助 昭和３１．１０． １～昭和３８． ９．３０ 

青   田   久   夫 昭和３１．１０． １～昭和３９． ９．３０ 

大   槻   勇   夫 昭和３１．１０． １～昭和３９． ９．３０ 

阿   部   健   男 昭和３３．１０． １～昭和３７． ９．３０ 

千   葉       勉 昭和３７．１０． １～昭和４５． ９．３０ 

菊   地       林 昭和３８．１０． １～昭和４６． ９．３０ 

千   石   鏡   子 昭和３９．１０． １～昭和４７． ９．３０ 

清   野   駒   巳 昭和３９．１０． １～昭和４７． ９．３０ 

冨   田   佐   吉 昭和４２． ７． １～昭和４９． ４．３０ 

柳   津   壽   栄 昭和４５．１０． １～昭和５２． ９．３０ 

笠   松   利   次 昭和４６．１０． １～昭和５４． ９．３０ 

森       公   子 昭和４７．１０． １～昭和５５． ９．３０ 

星       八   郎 昭和４７．１０． １～昭和５５． ９．３０ 

伊   達   道   雄 昭和４９． ５． １～昭和５４． ６．２８ 

清   野   義   邦 昭和５２．１０． １～昭和５７． ９．３０ 

大   坪   𠀋 三 郎 昭和５４．１０． １～昭和５８．１０． １ 

阿   部   俊   昭 昭和５４．１０． １～昭和６０． ９．３０ 

嶋   田   市 三 郎 昭和５９． ４． １～昭和６０． ８．３１ 

早   坂   文   英 昭和６０．１０． １～昭和６２． ６．３０ 

岩   佐   市 太 郎 昭和６０．１０． １～昭和６３． ３．３１ 

森       恒   雄 昭和５５．１０． １～昭和６３． ９．３０ 

横   山   志   直 昭和５５．１０． １～昭和６３． ９．３０ 

星       美 和 子 昭和５７．１０． １～平成 ２． ９．３０ 

大 和 田   孝   三 昭和６２．１０． １～平成 ５． ９．３０ 

渡   邉       仲 昭和６３． ４． １～平成 ８． ３．３１ 

佐   藤   長   一 昭和６３．１０． １～平成 ８． ９．３０ 

菅   野   𠀋   治 昭和６３．１０． １～平成 ８． ９．３０ 
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岩   佐   清   一 平成 ２．１０． １～平成 ６．１２．１９ 

橋   元   義   次 平成 ８． ４． １～平成１６． ３．３１ 

阿   部       均 平成 ５．１０． １～平成１７． ９．３０ 

熊   谷   ク メ 子 平成 ７． ２． １～平成１８． ９．３０ 

佐 々 木   陽 一 郎 平成 ８．１０． １～平成１９． ３．３１ 

星       新   一 平成 ９． ７． １～平成２１． ６．３０ 

田   所   清   三 平成１６． ４． １～平成２４． ３．３１ 

吉   田   智 惠 子 平成１７．１０． １～平成２５． ９．３０ 

髙   橋   良   一 平成１８．１０． １～平成２２． ９．３０ 

横   山   俊   二 平成１９． ５．１０～平成２２． ４．３０ 

髙   橋   建   夫 平成２２．１０． １～平成２６． ９．３０ 

島   田   さ ゆ り 平成２１． ７． １～平成２９． ６．３０ 

森       憲   一 平成２２． ５．１７～平成２８． ９．３０ 

荻   原   美 智 絵 平成２５．１０． １～平成３１． ３．３１ 

齋   藤   房   江 平成２６．１０．１～令和 ４． ３．３１ 

古   泉   可   奈 平成３１． ４． １～令和 ５．３．３１ 

大   内   悦   夫 平成２４． ４． １～現        在 

菅   野   正   彦 平成２９． ７． １～現        在 

横   山   真 理 子 令和 ４． ４． １～現        在 

門   間   浩   泰 令和 ５． ４． １～現        在 

 

◎ 教   育   長 

氏     名 在 任 期 間 

橋 谷 田   嘉   蔵 昭和３１．１０． １～昭和４２． ６．３０ 

冨   田   佐   吉 昭和４２． ７． １～昭和４９． ４．３０ 

伊   達   道   雄 昭和４９． ５． １～昭和５４． ６．２８ 

大   坪   𠀋 三 郎 昭和５４．１０． ２～昭和５８．１０． １ 

横   山   志   直 昭和５８．１０． ２～昭和６３． ９．３０ 

菅   野   𠀋   治 昭和６３．１０． １～平成 ８． ９．３０ 

佐 々 木   陽 一 郎 平成 ８．１０． １～平成１９． ３．３１ 

横   山   俊   二 平成１９． ５．１０～平成２２． ４．３０ 

森       憲   一 平成２２． ５．１７～平成２８． ９．３０ 

菊   池   卓   郎 平成２８．１０． １～現在（新制度切替） 
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◎ 委   員   長 

氏     名 在 任 期 間 

佐   藤   経   雄 昭和３１．１０． １～昭和３３． ９．３０ 

青   田   久   夫 昭和３３．１０． １～昭和３４． ９．３０ 

大   槻   勇   夫 昭和３４．１０． １～昭和３５． ９．３０ 

小   林   善 之 助 昭和３５．１０． １～昭和３６． ９．３０ 

阿   部   健   男 昭和３６．１０． １～昭和３７． ９．３０ 

青   田   久   夫 昭和３７．１０． １～昭和３８． ９．３０ 

大   槻   勇   夫 昭和３８．１０． １～昭和３９． ９．３０ 

菊   地       林 昭和３９．１０． １～昭和４０． ９．３０ 

千   葉       勉 昭和４０．１０． １～昭和４１． ９．３０ 

菊   地       林 昭和４１．１０． １～昭和４２． ９．３０ 

千   葉       勉 昭和４２．１０． １～昭和４４． ９．３０ 

菊   地       林 昭和４４．１０． １～昭和４６． ９．３０ 

清   野   駒   巳 昭和４６．１０． １～昭和４７． ９．３０ 

柳   津   壽   栄 昭和４７．１０． １～昭和５２． ９．３０ 

笠   松   利   次 昭和５２．１０． １～昭和５４． ９．３０ 

星       八   郎 昭和５４．１０． １～昭和５５． ９．３０ 

清   野   義   邦 昭和５５．１０． １～昭和５７． ９．３０ 

阿   部   俊   昭 昭和５７．１０． １～昭和６０． ９．３０ 

森       恒   雄 昭和６０．１０． １～昭和６３． ９．３０ 

星       美 和 子 昭和６３．１０． １～平成 ２． ９．３０ 

大 和 田   孝   三 平成 ２．１０． １～平成 ５． ９．３０ 

渡   邉       仲 平成 ５．１０． １～平成 ８． ３．３１ 

佐   藤   長   一 平成 ８． ４． １～平成 ８． ９．３０ 

阿   部       均 平成 ８．１０． １～平成１７． ９．３０ 

熊   谷   ク メ 子 平成１７．１０． １～平成１８． ９．３０ 

田   所   清   三 平成１８．１０． １～平成２４． ３．３１ 

髙   橋   建   夫 平成２４． ４． １～平成２６． ９．３０ 

大   内   悦   夫 
平成２６．１０． １～平成２８． ９．３０ 

（平成２８年１０月１日～教育長職務代理者） 

※地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴い、教育委員長と教育長 

を一本化した新制度へ移行。 
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◎ 教育長職務代理者 

氏     名 在 任 期 間 

大   内   悦   夫 平成２８．１０． １～現        在 
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令和７年度山元町教育基本方針 
山元町の学校教育・社会教育は、社会の変化に適切に対応するとともに、令和元年度

を初年度とする「第６次山元町総合計画」に基づき、学校、家庭、地域、そして教育委

員会の総力を挙げて取り組むこととし、令和４年３月に策定した第２期山元町教育振興

基本計画を具体的に推進する。 

復興から新しいまちづくりをめざす山元町の豊かな自然と風土の中で、家庭及び 

地域の教育力を生かし、心豊かでたくましい人間形成を図ることを目指して 

 

英  知 

共  生 

健  康 

 

 ○  未来を生き抜く力の育成をめざす学校教育 

○ 生きがいをもち、支え合う地域社会をめざす社会教育 

○  健康・体力の向上をめざす生涯スポーツの振興 

を重点に町民の生涯にわたる学習の充実に努める。 

 
 
 

教育振興基本計画の目標 
 

目標１ 夢と志を持ち、その実現に向けて自ら考え行動し、社会を生き抜く人間を育む。 

目標２ 家庭・地域・学校の教育力の充実と連携の強化を図り、山元の豊かな教育資源

を生かしながら、社会全体で子どもを守り育てる環境をつくる。 

目標３ 次代を支える社会の一員として、歴史が培ってきた文化や規範を尊重し、思い

やりの心に富んだ人間を育むとともに他国の文化の理解を深める。 

目標４ 生涯にわたり学び、互いに高め合い、充実した人生を送ることができる地域社

会をつくる。 

 
【令和７年度教育重点施策】 

 
○学校教育・社会教育の推進  

～家庭・地域・学校の協働のもとで夢と志を育む～ 

学校教育と社会教育が連携・協働して教育基盤の再構築を図り、町民一人一人が自

己実現をめざし、健康で生きがいに満ちた生涯学習社会を実現するために、次の施策

を重点として推進する。 

また、「みのりプロジェクト」による「学校教育の充実」に向けた各種取組を推進

する。 

 

１ 豊かな人間性や社会性の育成 

①生きる力を育む志教育の推進 

②道徳教育の推進                    重点的事項① 

（特別の教科道徳の充実（小・中）、小学校社会科副読本の活用、ｐ４ｃの実践など） 

③いじめ・不登校への対応                重点的事項② 

（子どもの心のケアハウス運営事業、ＳＳＷ派遣事業、学び支援教室充実事業など） 
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２ 確かな学力の育成 

①基礎的・基本的な知識・技能の定着と活用する力の伸長  重点的事項③ 

（町内標準学力調査の実施(年２回)及び結果の分析・共有と活用、「３つの約束」の指導・啓発、

放課後・長期休業中の学習支援、連携による学校サポート事業の活用など） 

②「分かる授業」への授業改善 

③ＩＣＴ教育の推進                   重点的事項④ 

（ＩＣＴ支援員の配置、ＩＣＴを活用した授業実践の推進、ＩＣＴ機器更新検討など） 

④国際理解を育む教育の推進 

⑤特別支援教育の充実 

（個別の教育支援計画の作成と活用など） 

 

３ 健やかな身体の育成 

①知育・徳育にもつながる基本的生活習慣の定着      重点的事項⑤ 

（「３つの約束」の指導・啓発、全国学力・学習状況調査の質問紙や町養護教諭部会の生活アンケ

ート結果の分析・指導、１人１台端末等を活用した「心の健康観察」（厚労省）の一部試行など） 

②体力・運動能力の向上 

（仙台大学との連携による小学校を会場とした研修の開催、大学生による中学校部活動支援など） 

③食育の推進 

（給食への地場産品活用維持や郷土料理体験など） 

 

４ 教育環境・教育活動の充実 

①小学校再編の計画的推進 

②「みのりプロジェクト推進事業」（学校教育充実事業）の推進 重点的事項⑥ 

（推進会議・検討部会（徳・知・体）の充実、外部機関等との連携など） 

③教職員の働き方改革の推進 

（統合型校務支援システムの活用、部活動の段階的な地域移行、外部指導者導入など） 

 

５ 家庭・地域・学校の連携・協働の推進 

①コミュニティ・スクールの充実と地域学校協働本部の連携 重点的事項⑦ 

（コミュニティ・スクールの充実、放課後子ども教室の実施、地域学校協働本部運営など） 

②小小連携、幼保小連携、小中連携の強化 

③子供たちの体験活動の推進 

④家庭教育支援の充実 

 

６ 伝統・文化の尊重と文化財の保護と活用 

①伝統・文化の尊重と理解                重点的事項⑧ 

（小学校社会科副読本の活用、歴史民俗資料館等を活用した歴史・文化の学習機会の提供、伝統

芸能保存団体の支援など） 

②文化財の保護と活用 

（町指定文化財「茶室」活用事業など） 
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７ 生涯にわたる学習・文化芸能・スポーツ活動の推進 

①地域をつくる生涯学習・文化芸能の推進 

②生涯スポーツ社会の実現に向けた環境の充実       重点的事項⑨ 

（深山山麓少年の森リニューアルオープン、スポーツ団体事業費補助の実施、部活動の段階的な

地域移行など） 

 

８ 防災教育をとおした命を守る意識の高揚 

①防災教育の推進・充実                 重点的事項⑩ 

（防災キャンプの実施、防災学習ワークブックの活用、学校防災計画の不断の見直しなど） 

②地域の自主防災訓練や町総合防災訓練への参加 

③震災遺構・防災拠点の利活用 

  （年齢段階に応じた防災教育の充実など） 
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千円 （前年比 千円増）

1,342,146 千円 96,508 千円
318,667 〃 1,680,648 〃

2,911,746 〃 2,329,335 〃
1,113,949 〃 448,898 〃

499,426 〃 13,853 〃
1,010,707 〃 335,127 〃

561,500 〃 155,337 〃
634,436 〃 1,179,552 〃

消防費 397,133 〃
985,505 〃
16,150 〃
691,218 〃
63,313 〃

8,392,577 千円 8,392,577 千円

（単位：千円）

158

13,823

381,4098,392,577

保健体育総務費

学校給食費

合　　計

23,598

1,137,255985,505

9,012

40,630

1,183

93,506

70,033

中央公民館費

10,456

体育振興費

43,370

文化財保護費

50,237

16,358深山山麓少年の森管理費

0 0

△ 104

0

57,900

0

社会教育施設計画費

125,424

4,534

地域学校協働活動事業費

歴史民俗資料館施設費 12,192

2,158

129,712 288,591

15,354

比較本年度

1,270

94,662

10,410

72,788

108,137

1,398

△ 20,718

△ 181

繰入金

衛生費

町債

労働費

40,764

公債費

1,253

129,109

その他

17

歳入

国庫支出金
県支出金

歳出
町税
地方消費税交付金
地方交付税

議会費

民生費
総務費

前年度

農林水産業費

土木費

災害復旧費

目

商工費

教育費

歳入計 歳出計

教育費予算額内訳（当初）

５　令和7年度一般会計歳入歳出予算

教育指導費

幼稚園費

00

教育振興費中学校

復興推進費

その他

教育委員会費

小学校

△ 1,004

学校管理費

学校管理費

23,347

4,425

132,380

169,873

23

6,019

6,392

△ 299

135

坂元公民館費 466

19,840

体育施設費

1,936

99,749

復興推進費

60,470

63,641

20,944 2,654

△ 89,293

教育振興費

事務局費

社会教育総務費

222

震災遺構中浜小学校管理費 29,366

608 △ 142

43,669

94,843

△ 109

△ 158,879

△ 1,631

1,287

△ 151,750

△ 6,956
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令和7.4時点

職　名 氏　　　    名 備　　　　考 職　名 氏　　　    名 備　　　　考

教育長 菊　池　卓　郎 委　員 菅　野　正　彦

教育長
職務代理者

大　内　悦　夫 〃 横　山　真理子

〃 門　間　浩　泰

任期（令和6.4～令和8.3）

職　名 氏　　　    名 備　　　　考 職　名 氏　　　    名 備　　　　考

委　員 松 村 吉 史 校　医 委　員 佐 藤 拓 也
山元中学校教頭
教頭会会長

〃 齋 藤 賢 一 坂元小学校長 〃 矢 口 か を る
小学校特別支援コー
ディネーター代表

〃 加 藤 修 子 山下小学校長 〃 木 村 真 由 美
中学校特別支援コー
ディネーター代表

〃 平 栗 秀 勝 山下第一小学校長 〃 日 下 美 香
山元支援学校地域支援

コーディネーター

〃 武 田 義 弘 山下第二小学校長 〃 高 橋 千 代 子
山元町地域福祉課
福祉班　技術主幹

〃 大 友 明 美 山元中学校長 〃 澤 西 祥 子
山元町健康推進課
健康推進班　班長

任期（令和6.4～令和8.3）

職　名 氏　　　    名 備　　　　考 職　名 氏　　　    名 備　　　　考

委　員 平 田 一 夫 学校医 〃 秋 葉 範 博
山下第二小学校
父母教師会副会長

〃 岩 見 圭 記
亘理山元商工会

副会長
委　員 建 村 勇 樹

山元中学校
父母教師会会長

〃 大 友 明 美 山元中学校校長 〃 猪 股 紀 代 子
小学校給食主任
（アレルギー担当）

〃 加 藤 修 子
山下小学校

校長
〃 佐 久 間 杏

中学校給食主任
（アレルギー担当）

〃 志 小 田 香 織
坂元小学校

父母教師会会長
〃 成 毛 洋 子

山元町食生活改善推進
員連絡協議会副会長

〃 大 浪 美 香
山下小学校

父母教師会会長
〃 佐 藤 仁

山元町産業観光課
商工観光交流班　班長

〃 小 泉 大 輔
山下第一小学校
父母教師会会長

〃 横 山 裕 子
山元町健康推進課
健康推進班　技師

6　教育関係各種委員

教育委員会委員

 　　　　　教育支援委員会委員（前：就学指導審議会）※平成31年4月1日名称変更）

学校給食運営審議会委員
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任期（令和7.4～令和9.3）

職  名 氏　　　    名 備　　　　考 職  名 氏　　　    名 備　　　　考

委　員 加 藤 由 華
宮城県中央児童相談所

技師
委　員 佐 竹 寿

坂元小学校
主幹教諭（安全）

〃 佐 藤 朋 博
仙台法務局人権擁護部

第二課長
〃 藤 山 慶 太

山元中学校
生徒指導主事

〃 大 槻 光
亘理警察署地域課兼生活

安全課　課長
〃 横 山 真 理 子

山元町民生委員児童委員協議会
主任児童委員

〃 佐 藤 睦 美 山元町子育て定住推進課長 〃 齋 藤 由 紀
山元町民生委員児童委員協議会

主任児童委員

〃 志 小 田 香 織
山元町連合父母教師

会長
〃 清 野 政 子

山元町教育委員会
教育相談員

〃 小 泉 大 輔
山元町連合父母教師会

監事
〃 今 野 晴 美

山元町教育委員会
スクールソーシャルワーカー

〃 佐 藤 絵 里 香
山元町連合父母教師会

協議員
〃 伊 藤 和 重

山元町教育委員会
教育総務課長

〃 平 栗 秀 勝 山下第一小学校長

任期（令和5.4～令和7.3）

職  名 氏　　　    名 備　　　　考 職  名 氏　　　    名 備　　　　考

委　員 松 村 吉 史 校医 委　員 佐 藤 奈 々
坂元小学校教諭

特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ代表

〃 大 友 明 美
山元中学校長
校長会会長

〃 武 田 淸 美
山下小学校教諭

特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ代表

〃 佐 藤 拓 也
山元中学校教頭
教頭会会長

〃 矢 口 かをる
山下第一小学校教諭

特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ代表

〃 小 泉 大 輔
山元町基幹相談支援セン

ターやすらぎ 渡 部 史 郎
山下第二小学校教諭

特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ代表

〃 小 林 舞 子 ふじ幼稚園主幹教諭 〃 木 村 真由美
山元中学校教諭

特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ代表

〃 鈴 木 愛 理 やまもと幼稚園教諭 〃 高 橋 千代子
山元町地域課

福祉班　技術主幹

〃 菊 田 美 樹
つばめの杜保育所

技師
〃 澤 西 祥 子

山元町健康推進課
健康推進班　班長

任期（令和7.4～令和9.3）

職  名 氏　　　    名 備　　　　考 職  名 氏　　　    名 備　　　　考

議　長 北　島　一　浩 学識経験者 委  員 髙　橋　健　一 学識経験者

職務代理 佐　藤　作智栄 家庭教育支援団体 〃 岩　佐　一　行 商工会青年部

委　員 内　山　太　史 青年倶楽部”翔” 〃 平　栗　秀　勝 校長会

〃 齋　藤　由　紀 民生児童委員 〃 横　山　なおみ 社会教育施設利用者

〃 阿　部　　　眞 区長会 〃 寺　嶋　琢　也 社会体育施設利用者

いじめ問題対策連絡協議会委員

社会教育委員

特別支援連携協議会委員
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任期（令和7.4～令和9.3）

職  名 氏　　　    名 備　　　　考 職  名 氏　　　    名 備　　　　考

委員長 齋　藤　順　子 委　員 武　田　由美子

副委員長 齋　藤　哲　夫 〃 丹　野　俊　哉

委　員 足　立　めぐみ 〃 平　山　ゆかり

〃 菊　地　則　子 〃 藤　川　香奈江

〃 清　橋　富　夫 〃 谷　津　千　枝

〃 佐　藤　仙　男 〃 横　山　隆　一

〃 庄　司　智　憲

任期（令和6.4～令和8.3）

職  名 氏　　　    名 備　　　　考 職  名 氏　　　    名 備　　　　考

委員長 宮　地　ふみ子 郷土史家 委　員 田　所　大　樹 町指定文化財所有者

副委員長 森　　　信　一 郷土史家 〃 伊　藤　由　信 無形文化財伝承者

委  員 藤　波　祥　子 無形文化財伝承者

文化財保護委員会委員

スポーツ推進委員
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班　　名 職　　名 氏    名 備　考 班　　名 職　　名 氏　　名 備　考

伊 藤 和 重 伊 藤 孝 浩

班 長 泉 田 智 久 班 長 加 藤 拓 己

副 参 事 安 藤 雄 一 町任期付職員 副 参 事 武 内 紳 也 県教育委員会派遣

副 参 事 矢 口 晃 町任期付職員 主 査 山 田 隆 博

主 事 畠 山 瑛 之 主 査 岩 佐 博 紀

技 術 主 査 武 田 美 代 子 山元中学校勤務 主 査 佐 伯 奈 弓

技 師 佐 々 木 千 陽 山元中学校勤務 主 事 鈴 木 聡

外 国 語

指 導 助 手
ｼﾞｪｲﾑｽﾞ・ﾁｬｯﾌﾟﾘﾝ 主 事 若 生 聖

教 育 相 談 員 清 野 政 子 社会教育指導員 髙 橋 千 春

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 今 野 晴 美 部活動地域移行コーディ
ネーター 浅 川 光 喜

班 長 佐　藤　　  修

技 術 副 参 事 佐　藤　文　美 町任期付職員

班　　名 職　　名 氏　　名 備　考

今 野 純 子

班 長 森 慎 一 郎

主 査 馬 上 崇 則

班　　名 職　　名 氏　　名 備　考

渡 邉 裕 之 町任期付職員

主 事 清 野 貴 紀

主 事 引 地 さ とみ

班　　名 職　　名 氏　　名 備　考

青　田　敦　子

副 参 事 星　　　智　美

主 事 菊　地　　　光

（総務班）
Ｅﾒｰﾙ　kyouiku.s@town.miyagi-yamamoto.lg.jp

坂元公民館・防災拠点・坂元地域交流ｾﾝﾀｰ（ふるさとおもだか館）
　〒９８９－２１１１　山元町坂元字町東1番地60

館　長（所　長）

総括班

  中央公民館・勤労青少年ホーム

（総括班）
Ｅﾒｰﾙ　kouminkan.s@town.miyagi-yamamoto.lg.jp

Ｅﾒｰﾙ　yamashita.c@town.miyagi-yamamoto.lg.jp

電話 （0223)37-5592　FAX (0223)37-5593

（施設整備班）
Eﾒｰﾙ　kyouiku.sh@town.miyagi-yamamoto.lg.jp

防災拠点・山下地域交流ｾﾝﾀｰ（つばめの杜ひだまりﾎｰﾙ）
 〒９８９－２２０８ 山元町つばめの杜一丁目8番地

中央公民館
　　〒９８９－２２０３ 山元町浅生原字日向12番地1

防災拠点・山下地域交流センター
「つばめの杜ひだまりホール」

坂元公民館・防災拠点・坂元地域交流センター
「ふるさとおもだか館」

電話　（0223）37-5116　FAX　（0223）37-0119

7　教育委員会事務局関係職員

職　　　名 氏　　　名 備　　　考

教　育　長 菊　池　卓　郎

【令和7年4月1日現在】

教育長室　直通電話（0223）37-0498 　代表電話（0223）37-5115 (内線300)

　教育総務課
生涯学習課

歴史民俗資料館・ふるさと伝承館・震災遺構中浜小学校
町民体育館・町民ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・深山山麓少年の森

電話　（0223）37-5115　FAX　（0223）37-5119

（生涯学習班）
 Ｅﾒｰﾙ　shougaku.s@town.miyagi-yamamoto.lg.jp

 教育総務課
　　〒９８９－２２９２ 山元町浅生原字作田山32番地

生涯学習課
　　〒９８９－２２９２ 山元町浅生原字作田山32番地

館　長

電話　（0223）36-8948  FAX　（0223）37-5119

総　務　班

課　　長課　　長

〔教育委員会事務局〕

生涯学習班

施設整備班

Ｅﾒｰﾙ　sakamoto.s@town.miyagi-yamamoto.lg.jp

電話　（0223）38-0301　FAX　（0223）38-0302

所　長
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（R7.5.1現在）

養護 栄養 事務 栄養 栄養 事務 用務 給食

男 女 計 教諭 教諭 職員 職員 職員 職員 職員 従事員

令和2 26 21 47 4 0 4 0 55 0 0 4 0 4

令和3 30 21 51 4 0 4 0 59 0 0 4 0 4

令和4 29 21 50 4 0 4 0 58 0 0 4 0 4

令和5 28 24 52 4 0 4 0 60 0 0 4 0 4

令和6 26 26 52 4 0 4 0 60 0 0 4 0 4

令和７ 25 28 53 4 0 4 0 61 0 0 4 0 4

坂元小 7 6 13 1 0 1 0 15 0 0 1 0 1

山下小 7 10 17 1 0 1 0 19 0 0 1 0 1

山一小 4 7 11 1 0 1 0 13 0 0 1 0 1

山二小 7 5 12 1 0 1 0 14 0 0 1 0 1

令和2 23 9 32 2 1 2 0 37 2 0 2 8 12

令和3 15 8 23 1 1 1 0 26 1 0 2 0 3

令和4 15 7 22 1 1 1 0 25 1 0 1 0 2

令和5 12 8 20 1 1 1 0 23 1 0 1 0 2

令和6 12 8 20 1 1 1 0 23 1 0 1 0 2

令和７ 13 7 20 1 0 1 0 22 2 2 1 0 5

山元中 13 7 20 1 0 1 0 22 2 2 1 0 5

（R7.5.1現在）

1 2 3 4 5 6 特支 計 1 2 3 4 5 6 特支 計

令和2 4 4 4 4 4 4 7 31 72 73 69 66 66 70 13 429 14.8 9.2

令和3 5 4 3 4 4 4 7 31 86 73 71 69 66 66 15 446 13.8 8.3

令和4 4 5 4 4 3 4 8 32 74 87 74 72 69 68 16 460 13.8 9.1

令和5 4 4 5 4 4 3 9 33 81 75 88 74 75 69 19 481 13.9 8.7

令和６ 4 4 4 5 4 3 11 35 63 80 75 89 75 75 17 474 13.6 9.2

令和７ 4 4 4 5 5 4 8 34 67 64 82 74 91 76 14 468 13.8 8.8

坂元小 1 1 1 1 1 1 2 8 10 9 7 14 12 17 2 71 8.9 5.5

山下小 1 1 1 2 2 1 2 10 25 21 34 36 41 32 7 196 19.6 11.5

山一小 1 1 1 1 1 1 2 8 10 8 19 6 10 10 2 65 8.1 5.9

山二小 1 1 1 1 1 1 2 8 22 26 22 18 28 17 3 136 17.0 11.3

令和2 3 3 3 3 12 86 96 68 5 255 20.9 8.5

令和3 2 3 3 2 10 70 86 97 4 257 19.5 7.9

令和4 2 2 3 2 9 70 72 88 7 237 23.2 8.0

令和5 2 2 2 2 8 68 71 73 7 219 25.7 11.2

令和６ 2 2 2 2 8 69 68 73 9 219 27.4 11.0

令和７ 3 2 2 2 9 74 70 69 7 220 24.4 11.0

山元中 3 2 2 2 9 74 70 69 7 220 24.4 11.0

県費職員

計① 計②

町職員

学　級　数

総計
（①＋②）

15

49

25

14

※特支・・・特別支援学級

64

27

64

27

小
　
学
　
校

中
　
学
　
校

区　分
児童生徒数

1学級
当り児
童生徒
数

教員1
人当た
りの児
童生徒
数

9　学級・児童生徒の推移

中
　
学
　
校

29

25

27

20

16

65

63

62

8　学校教職員数

区分 教員

小
　
学
　
校

59
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（令和7.5.1現在）

屋　内

校　舎 運動場 その他 計 Ｒ Ｗ Ｓ 計 運動場

坂元小 4,750 7,390 3,881 16,021 3,411 0 0 3,411 1,055 9 1 0 1 1 0 1 0 1 1 1 4 2

山下小 7,365 4,309 1,326 13,000 3,407 0 29 3,436 681 10 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 6 1

山一小 4,366 5,726 2,924 13,016 3,453 0 49 3,502 478 8 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 6 0

山二小 4,699 6,400 5,367 16,466 86 3,752 0 3,838 861 8 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 2 2

計 21,180 23,825 13,498 58,503 10,357 4,579 78 14,187 3,075 35 4 1 4 4 0 3 1 2 2 4 18 5

山元中 13,690 21,529 6,989 42,208 6,343 0 0 6,343 2,107 9 2 0 1 0 1 3 0 1 1 1 5 3

計 13,690 21,529 6,989 42,208 6,343 0 0 6,343 2,107 9 2 0 1 0 1 3 0 1 1 1 5 3

（学校施設台帳より引用）

（令和7.5.1現在）

男 女 計 男 女 計
割合
（％） 男 女

40 46 86 39 46 85 98.8 0 0

28 43 71 25 38 63 88.7 0 0

53 45 98 50 45 95 96.9 0 0

48 37 85 48 37 85 100.0 0 0

48 28 76 47 28 75 98.7 0 0

48 28 76 47 28 75 98.7 0 0

35 42 77 35 37 72 93.5 0 0

（卒業者のうち、（A）・（B）欄及び就職者に該当しないものは、就職者等欄にて計上）

6 0 1 0 1

小
学
校

特別教室

生
　
活

中
学
校

音
　
楽

視
聴
覚

特
　
活

外
国
語

P
　
C

校舎・その他面積（㎡）

区　分

相
　
談

校地面積（㎡） 美
　
術

理
　
科

普
通
教
室

3

0

計

96.9

進学率
(A)+(B)
／卒業
者数

5

3 0 3

技
・
家

98.81

4

図
　
工

88.7

就職者等

令和2

11　中学校卒業者の就職進学状況

1

学校基本調査より

0

98.7

3

1

3

0 100.0

10　学校別校地・校舎及び運動場の実態

区　　分 計 男 女

山元中 0 98.7

0

0

卒業者数
専修学校等
入学者数（B）

図
　
書

0

0

0

進学者（A）

00

1

山元中 0 0 5 5 93.5
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14 小・中学校概要  
坂 元 小 学 校 

 

１ 所 在 地  山元町坂元字舘下159番地1      

電 話：０２２３－３８－０３０５ ＦＡＸ：０２２３－３８－４４５０ 

２ 開 校 年  明治６年５月１４日 

３ 開校記念日  ５月１４日 

４ 建 築 年 月  校 舎 昭和５５年３月新築  昭和５６年３月増築 

       プール 平成２５年７月新築 

体育館 平成２６年３月新築 

 

 

【教育目標】 

主体的に生き、人間性豊かでたくましい子供の育成 ～しなやかに生きる子供～ 
 

 

【学校経営の方針】 

（１） 教職員が協働意識を持って学校経営に参画する体制を作り、カリキュラムマネジメント

による教育活動の実施と改善に努める。 

（２） 宮城県の学校教育の重点及び山元町の教育重点施策に沿った教育活動に努める。 

（３） 保護者、地域、関係機関と連携し、現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力の

育成を目指し、生活科・総合的な学習の時間を中心にして教科等横断的な教育課程を編

成する。 

（４） 教育活動の質的向上に向けた教職員の資質向上と業務改善の推進に努める。 

（５） 学校・保護者・地域が協働しえ学校運営に取り組めるよう、協働型学校評価重点事項を

設定し、コミュニティ・スクールの基盤づくりに努める。 

 

 

【目指す学校像】 

子供や保護者、地域にとって、心の居場所と学ぶ場となる学校 

 

 

【目指す児童像】 

１ 進んで学習する子供 

２ 明るく思いやりのある子供 

３ 進んで運動する子供 
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山 下 小 学 校 

 

１ 所 在 地  山元町山寺字樋前１２番地 

電 話 ０２２３－３７－００１８ ＦＡＸ ０２２３－３７－５６８０ 

２ 開 校 年  明治６年 

３ 開校記念日  ５月２７日 

４ 建 築 年 月    校 舎 昭和５３年３月新築  昭和５３年８月増築 

体育館 昭和４３年３月新築 

プール 平成１７年３月新築 

図書室 平成２４年９月新築（プレハブ） 

図工室・準備室 平成２４年９月新築（プレハブ） 

 

【教育目標】 

自ら考え，心豊かでたくましい児童の育成 

  
 

【学校経営の方針】 

 ○知  みんなで学ぶ授業づくり 

 ○徳  あたたかな人間関係づくり 

 ○体  すこやかな体づくり 

 

 

【目指す学校像】 

 １ 生き生きと学び合う学校 

 ２ 望ましい人間関係のある学校 

 ３ 児童が元気に活動する学校 

 ４ 家庭・地域に信頼される学校 

 

 

【目指す児童像】 

○やりとおす子ども ○まごころのある子ども ○しっかり勉強する子ども ○たくましい子ども 
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山一小イメージキャラクター

さくらちゃん

 

山 下 第 一 小 学 校 
 

１ 所 在 地  山元町大平字握6番地 

電 話０２２３－３７－００４４ ＦＡＸ０２２３－３７－３５３２ 

２ 開 校 年  明治６年７月１０日      

３ 開校記念日  ７月１０日 

４ 建築年月  校 舎 昭和５８年３月新築  昭和５９年２月増築 

体育館 昭和３９年３月新築 

プール 昭和４４年７月新築 

 

 

【教育目標】 

「未来を拓く、心豊かでたくましい児童の育成」 

 

 

【学校経営の方針】 

１ 志をもち未来を創造するたくましい心をもつ児童を育てるため、豊かな人間性と健や

かな体の育成を目指す。 

２ 「確かな学力」を育成するため、児童のつまずきの解消や系統性を重視した指導の充

実と教育的ニーズに応じたきめ細やかな教育の推進に取り組む。 

 

 

【目指す学校像】【花と歌声と笑顔のある学校】 

（１）児童の笑顔と活気に満ちた学校 

（２）安全・安心で心の居場所のある学校 

（３）地域と共に歩む学校 

 

 

【目指す児童像】【明るく元気に学ぶ児童】 

（１）やさしく（明るく思いやりのある児童） 

（２）かしこく（自分で考え進んで学ぶ児童） 

（３）たくましい（粘り強く体力つくりを頑張る児童） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24



（
校

 
 

 
舎
 

 
 
平

 
 

 
面
 
 

 
図
）

 

    
 

 

 

25



山 下 第 二 小 学 校 
 

１ 所 在 地  山元町つばめの杜一丁目３番地 

電 話：０２２３－３７－００７２ ＦＡＸ：０２２３－３７－６２０３ 

２ 開 校 年  大正９年４月１３日       

３ 開校記念日  ４月１３日 

４ 建 築 年 月  校 舎 昭和６２年３月新築 

体育館 昭和６２年３月新築  平成２５年３月 解体 

プール 昭和６２年９月新築 

平成２３年３月 東日本大震災により被災し、翌４月から山下小学校に併設 

平成２８年８月 新校舎落成 

 

 

【教育目標】 

  夢や志を持ち 主体的に学び 心豊かで たくましく生きる児童の育成 

  〈やり通す子ども、まなび合う子ども、にこやかな子ども〉 
 

 

【学校経営の方針】 

 ① 夢や志を持ち、「確かな学力・豊かな心・たくましい体」育成する 

 ② 保護者・地域と連携・協力し、「開かれた学校づくり」を進める 

 ③ 「チーム山二小」として、創意と活力に満ちた学校を目指す 

 

 

【目指す学校像】 

 ・前向きに取り組む学校 

 ・ともに学び合う学校 

 ・家庭・地域との連携を大切にする学校 

 

 

【目指す児童像】 

 １やり通す子ども 

  （心も体もたくましく、粘り強くやり通す子ども）  

 ２まなび合う子ども 

（主体的に考え、お互いに学び合う子ども） 

 ３にこやかな子ども 

  （相手を思いやり、仲良く笑顔で挨拶のできる子ども） 
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 山 元 中 学 校 
 

１ 所 在 地 山元町山寺字畑中29番地       

電 話：０２２３－３７－００３２ ＦＡＸ：０２２３－３７－４３３０ 

２ 開 校 年 令和３年４月１日    

３ 建 築 年 月 校 舎 平成１４年４月１８日 

新築一期工事完成 平成１５年３月二期工事完成 

体育館・音楽棟 平成１５年２月新築完成 

プール・駐車場 平成１５年１１月新築完成 

 

【教育目標】 

「郷土を愛し、未来に向かって、自ら学び、心豊かで、たくましい生徒の育成」 

 

 

 

【学校経営の方針】 

（１）出会いを大切にし、かかわり合いを通して、「共に成長する」学校づくりに努め、生徒一

人ひとりの個性や能力を伸ばすように、理解と支援に努める。 

（２）生徒一人ひとり、また教職員にとって魅力ある学校づくりを行う。 

（３）全職員が主体的に、創意工夫を凝らし、協働しながら取り組む中で、豊かな人間性を育む。 

 

※令和３年３月に町内の坂元中学校と山下中学校が共に閉校し、同４月に山元町内唯一の中学校

として開校した。校舎は、旧山下中学校の校舎を活用しているが、平成１５年に建築された校

舎は、県内外に誇れるすばらしい施設・設備を持つ学校である。東日本大震災からの復旧・復

興の途上にあり、新たな山元町を築くため地域・産業の発展に貢献する生徒の育成が地域の要

望であり、それに応えることが学校の大きな役割である。 

  

 

【目指す学校像】 

（１）明るい挨拶の声が響く学校 

（２）共に学び、心のふれあいと感動に満ちた学校 

（３）地域や保護者の信頼と期待に応える学校 

 

 

【目指す生徒像】 

（１） 志を持ち、夢や希望に向かって、自ら学び、努力する生徒   〔自立〕 

（２） 誠実さがあり、自他の思いやりと奉仕の心を持った、心豊かな生徒  〔至誠〕 

（３） 心身ともに健康でたくましい生徒   〔健康〕 

 

 

 

 

 

校 訓 自立       至誠       健康 
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山元町子どもの心のケアハウス 

 「ケアハウスＭＩＲＡＩ山元」 
 

１ 所 在 地  山元町浅生原字日向12番地1 

電 話：０２２３－３７－２２１３ ＦＡＸ：左記に同じ  

２ 設   置  平成３１年４月１日   

 

１ ケアハウスＭＩＲＡＩ山元の取組 

  山元町子どもの心のケアハウス「ケアハウスＭＩＲＡＩ山元」は、様々な事情で学校への登

校が難しい状況になっているお子さんが安心して過ごせる「居場所」であるとともに、一人一

人の個性や教育的ニーズに合わせた支援を行っています。 

また、基本的な生活習慣を再確認し、社会性やコミュニケーションを培う場として体験活動

も行っています。また、保護者の相談活動も行います。 

 

２ 開設日時 

  月曜日から木曜日 午前８時４５分から午後３時３０分まで 

  金曜日 午前８時４５分から正午まで 

※通所時間は、実情・実態に合わせて相談して決めます。 

※送り迎えは、保護者の責任でお願いいたします。 

 

３ 活動内容 

（１）学習活動…学びたい教科、教科の補充等、一人一人に応じた学習を行います。 

（２）体験活動…工作や手芸、陶芸等、一人一人の興味関心に応じて活動します。 

（３）フリー…コミュニケーション力を養う活動を行ったり自由な時間を過ごしたりします。 

 

４ 通所の手続き 

通所を希望したい場合は学校へ申し出てください。保護者と学校との教育相談後に、ケアハ

ウスでの体験通所となります。希望によって正式通所となります。 

【目的】 

「ケアハウスＭＩＲＡＩ山元」は、山元町内小・中学校に在籍し、学校への登校が難しい状

況にある児童・生徒の学校復帰や自立に向けての支援、保護者の教育相談等を目的に設立され

ました。 

【取組】 

「ケアハウスＭＩＲＡＩ山元」は、通所する児童・生徒にとって安心して過ごせる居場所で

あるとともに、一人一人の個性や教育的ニーズに合わせた支援を行っています。また、基本的

な生活習慣を再確認し，自尊感情を育てコミュニケーションを培う場として様々な体験活動を

行っています。 

【支援方針】 

（１） 児童・生徒への支援 

児童・生徒が安心して過ごせる居場所を提供し、一人一人の教育的ニーズに応じた学習

や活動の支援を行います。また、悩みや不安への相談心のサポートも行います。 

（２） 保護者への支援 

教育相談の窓口となり，必要に応じてＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）や関係機関

と連携しながら、保護者の支援に当たります。 

（３） 学校との連携 

小・中学校と連携し、学習や活動等の情報を共有します。 
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令和７年度社会教育の方針 

 

山元町教育基本方針に則り、家庭・地域・学校の協働による教育活動を推進するとと

もに、社会教育全般にわたる諸条件の整備に努め、にぎわいと活気のある生涯学習、芸

術文化活動、スポーツ活動に満ちた生涯学習社会の実現を目指す。 
 

－重点目標及び推進方策－ 
 

１ 生涯学習の推進 

(1) 町民一人ひとりが、生涯にわたって自発的に学習し、豊かで生きがいのある生活

を送ることができるように、学習機会の提供と学習場所の確保に努める。 

(2) 生涯学習に関する情報を積極的に発信し、町民の生涯学習活動を促進する。 

(3) 魅力ある地域人材の発掘と活用を図り、個々の能力を生かすことができる生涯学

習社会の構築を目指す。 
 

２ 協働教育の充実・強化 

(1) 協働教育コーディネーターを配置し、家庭・学校・地域相互の連携を図り、協働教

育を推進する。 

(2) 地域の人やものなど、地域の教育資源に関する情報の蓄積化を図るとともに、そ

れらを活用した学習機会を創出する。 

(3) 協働教育に関する情報を積極的に発信し、地域全体で子どもを育てる機運の醸成

を図る。 

(4) 家庭教育や子育てに関する学習機会を提供するとともに、家庭教育支援者の養成

と活用を図り、家庭教育力の向上を目指す。 

(5) 小中学校の要望に応じて適切に人材等を紹介するなど、各学校における活動を支

援し、協働教育の充実を図る。 

(6) 協働による教育活動への積極的な参加を促し、活動を通じてコミュニティ意識の

醸成を図る。 
 

３ 青少年の健全育成の推進 

(1) 青少年の健全育成を推進するため、啓発活動を推進する。 

(2) 青少年を対象に体験活動の機会を創出し、活動を通じて心豊かでたくましい、青

少年の健全育成を図る。 

(3) ジュニア・リーダーをはじめ、青少年の主体的・自主的活動を支援し、また、地域

活動への積極的な参加を促すことにより、次代を担う地域人材の育成を促進する。 
 

４ 社会教育施設等の整備と学習活動支援の充実 

(1) 公民館をはじめとする社会教育施設の整備に努めるとともに、効率的・効果的な

運用に努める。 

(2) 町民の様々な学習ニーズに対応するため、生涯学習に関する情報の提供を行うと

ともに、学習活動を積極的に支援する。 
 

５ 社会体育施設等の適切な運営と生涯スポーツの振興 

(1) 町民体育館や令和７年７月にリニューアルオープンした深山山麓少年の森など、

社会体育施設等の効率的・効果的な施設運営に努める。 

(2) 社会体育関係団体との連携を図り、組織活動の活性化を目指す。 

(3) 生涯スポーツに関する学習機会を提供するとともに、指導者の養成と活用を図り、

生涯スポーツ活動の支援に努める。 
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６ 社会教育関係団体の連携・協力体制の充実 

(1) 社会教育関係団体の育成と活動の支援に努める。 

(2) 社会教育関係団体への情報の提供を行なうとともに、活動の活性化を促進する。 

 

７ 芸術文化活動への支援 

(1) 芸術文化活動への積極的な参加を促し、文化のかおり高い町づくりを目指す。 

(2) 魅力ある芸術文化の鑑賞機会を提供し、芸術文化の振興を図る。 

 

８ 文化財の保全と継承 

(1) 町指定文化財「大條家茶室 此君亭」の活用を図る。 

(2) 町指定文化財と周辺環境の保全管理に努める。 

(3) 町内の各地域に受け継がれてきた伝統・伝承芸能の継承支援に努める。 

(4) 埋蔵文化財の発掘調査を適切に行い、積極的な保全に努めるとともに、先人の歴

史を明らかにし、その活用を図る。 

(5) 文化財への理解と関心を高める取り組みを推進し、文化財愛護意識の向上に努め

る。 

 

９ 震災遺構の保存と活用 

(1) 東日本大震災の被害 

山元町は平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災で甚大な被害を受けた。 

東日本大震災は千年、数百年に一度の災害とも言われているが、過去にも東北沿岸

部では地震災害が発生しており、震災の記憶と経験を伝承していくことは、将来の災

害へ備えつつ、被害の低減に繋がるものである。 

(2) 震災遺構の整備目的 

中浜小学校は東日本大震災の大津波から 90 名の命を守り、震災により小学校の歴

史に幕を閉じたが、震災遺構として形を変え、未来の子どもたちへ、写真や映像では

伝えきれない大津波の爪痕、震災の脅威を伝承していく、県南地域に残る貴重な被災

建造物として、重要な役割を担う施設であるとの震災伝承検討委員会の提言を受け、

保存整備工事を経て、令和 2年 9月より一般公開している。 

(3) 中浜小学校 施設概要 

· 建築年：平成元年 

· 所在地：山元町中浜地内 

· 構 造：鉄筋コンクリート造、地上2階建 

· 面 積：延床面積 2,310.12㎡、敷地面積 17,469㎡ 

· 建設時には、地域の方々の意見を踏まえ、津波への対策が施された校舎 

（校地の嵩上げ、避難を想定した外部階段等） 

 

１０ 学校部活動の段階的地域移行 

(1) 学校部活動の段階的地域移行に向け、学校と地域との連携・協働により環境整備

に取り組む。 
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無形民俗文化財一覧 

区分 種 別 名   称 

無
形
民
俗
文
化
財 

神 楽 

坂元神楽保存会 

中浜神楽保存会 

深山神楽保存会 

花釜青巣稲荷神社保存会 

當護稲荷神社大神楽保存会 

伝承民俗 
笠浜甚句保存会 

坂元おけさ保存会 

 

 

 

 
榧の老樹  蓑首城大手門 

 

 

 
唐船番所日記  養賢堂襖絵 

 

  

唐船番所跡  大條家茶室 此君亭（しくんてい） 
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1 6  山 元 町 の文 化 財 

指定文化財一覧  令和 7 年 4 月 1 日現在 

区分 種 別 名   称 内   容 所 在 地 指定年月日 

町
指
定 

記 念 物 唐船番所跡 異国船監視（220 年間）跡 坂元字浜谷地 昭 47.9.18 

有形文化財 養賢堂の襖絵 
東東洋の作で、仙台藩校養

賢堂に掲げられていた 
歴史民俗資料館 昭 47.9.18 

記 念 物 榧の老樹 
樹齢 650 年と言われる榧の

老木 
大平字舘ノ内 昭 50.9.13 

有形文化財 
竹に雀の紋章入り羽織

と御達書 
戊辰戦争の功績により下賜 歴史民俗資料館 昭 51.11.30 

有形文化財 唐船番所日記 
異国船目撃時の様子を記し

た日記 
歴史民俗資料館 昭 51.11.30 

有形文化財 琵琶並びにその古文書 
座頭津多一坊・津佐一坊父

子のもの 
つばめの杜 昭 52.9.22 

記 念 物 蓑首城跡 

正式名は坂本城および坂本

要害。大條氏十代 252 年の

居城跡 

坂元字舘下 昭 53.10.2 

有形文化財 霊仏霊社並に坂元戦記 
坂元の歴史を知る上の唯一

の古文書 
歴史民俗資料館 昭 58.6.25 

有形文化財 
大條家茶室 

此君亭 

蓑首城三の丸跡に移築され

た大條家ゆかりの茶室 
坂元字舘下 平 14.8.26 

有形文化財 蓑首城大手門 
蓑首城三の丸跡に残る蓑首

城の大手門 
坂元字舘下 平 14.8.26 

記 念 物 井戸沢横穴古墳群 古墳時代後期の横穴墓群 坂元字井戸沢 平 15.6.30 

記 念 物 愛宕山館跡 
蓑首城以前の坂本氏の館

跡 
坂元字元寺 平 15.6.30 

記 念 物 中島館跡 
藤原経清の館跡と伝えられ

ている 
高瀬字館下 平 15.6.30 

記 念 物 大條氏御廟 
坂元の城主、大條家の霊廟 
通称「おたまや」と呼ばれて
いる 

坂元字上西谷地 平 16.11.29 

※ 「八重垣神社」については、東日本大震災により流出したため、平成２４年２月２４日指定解除。 

※ 「蛇塚と松」については、枯損のため、平成２８年２月１８日指定解除。 

※ 「板倉」については、当初の指定内容と異なる事実が判明したため、令和５年５月２５日指定解除。 
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令和７年４月１日現在 
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令和7年4月1日現在
番号 遺跡名 種別 行政区 備考 番号 遺跡名 種別 行政区 備考

1 井戸沢横穴墓群 横 穴 墓 下  郷 町史跡 59 北越塚 塚 町
2 新田遺跡 散 布 地 花  釜 60 東作経塚 経    塚 中  浜
3 欠番 61 合戦原B遺跡 製    鉄 高  瀬
4 中島貝塚 貝    塚 鷲  足 62 合戦原C遺跡 古 墳 群 合戦原
5 味曽野横穴墓群 横 穴 墓 大  平 63 北名生東B窯跡 窯    跡 真  庭
6 影倉遺跡 散 布 地 久保間 64 大久保B遺跡 散 布 地 高  瀬
7 蓑首城跡 城    跡 下  郷 町史跡 65 北権現遺跡 製    鉄 真  庭
8 上台遺跡 散 布 地 真  庭 66 山王遺跡 製    鉄 浅生原
9 館の内遺跡 遺物包含地 大  平 67 谷原遺跡 集　　落 山　寺
10 北経塚遺跡 散布地･経塚 小  平 68 日向遺跡 集　　落 山　寺
11 愛宕山館跡 城    館 下  郷 町史跡 69 石垣遺跡 集　　落 山　寺
12 日向遺跡 散 布 地 久保間 70 的場遺跡 集　　落 山　寺
13 浅生原遺跡 散 布 地 浅生原 71 上宮前遺跡 散 布 地 浅生原
14 合戦原遺跡 集落･円墳･窯跡 合戦原 72 北山神遺跡 散 布 地 高  瀬
15 狐塚古墳群 円    墳 町 73 新田B遺跡 散 布 地 真　庭
16 一の沢遺跡 散 布 地 上  平 74 影倉B遺跡 散 布 地 久保間
17 清水遺跡 散 布 地 小  平 75 影倉C遺跡 散 布 地 久保間
18 欠番 76 荷駄場遺跡 散 布 地 久保間
19 北鹿野遺跡 散 布 地 真  庭 77 北遺跡 散 布 地 鷲　足
20 小平館跡 城    館 小  平 78 北ノ入遺跡 散 布 地 小　平
21 舘横穴墓群 横 穴 墓 小  平 79 味噌野遺跡 散 布 地 大　平
22 山崎横穴墓群 横 穴 墓 鷲  足 80 中筋遺跡 水田･包含層･墓域 鷲　足
23 中道遺跡 散 布 地 鷲  足 81 赤坂遺跡 散 布 地 山　寺
24 石堂遺跡 散 布 地 山  寺 82 山王B遺跡 集　　落 浅生原
25 山寺館跡 城    館 山  寺 83 内手遺跡 製鉄･生産 浅生原
26 作田山館跡 城    館 山  下 84 西石山原遺跡 集　　落 高  瀬
27 入山遺跡 散 布 地 山  寺 85 影倉D遺跡 製　　鉄 久保間
28 下大沢遺跡 散 布 地 浅生原 86 荷駄場B遺跡 散 布 地 久保間
29 宮後遺跡 散 布 地 高  瀬 87 上小山遺跡 散 布 地 中  山
30 大久保遺跡 散 布 地 高  瀬 88 法羅遺跡 散 布 地 中  山
31 舘下窯跡 窯    跡 高  瀬 89 南山神B遺跡 散 布 地 高  瀬
32 中島館跡 城    館 高  瀬 町史跡 90 影倉E遺跡 散 布 地 久保間
33 戸花山遺跡 窯    跡 町 91 北泥沼遺跡 散 布 地 牛　橋
34 北名生東窯跡 窯    跡 真  庭 92 泥沼遺跡 散 布 地 花　釜
35 室原遺跡 散 布 地 高  瀬 93 畑合遺跡 散 布 地 花　釜
36 北の原遺跡 散 布 地 高  瀬 94 北頭無遺跡 散 布 地 花　釜
37 南山神遺跡 散 布 地 高  瀬 95 浜遺跡 散 布 地 花　釜
38 原遺跡 散 布 地 真  庭 96 頭無遺跡 散 布 地 花　釜
39 浅生遺跡 散 布 地 真  庭 97 花笠遺跡 散 布 地 笠　野
40 南権現遺跡 散 布 地 真  庭 98 西北谷地A遺跡 散 布 地 笠　野
41 山下館跡 城    館 山  下 99 西北谷地B遺跡 散 布 地 笠　野
42 石山原遺跡 散 布 地 高  瀬 100 西須賀遺跡 散 布 地 笠　野
43 鷲足館跡 城    館 鷲  足 101 笠野A遺跡 散 布 地 笠　野
44 館下遺跡 散 布 地 下  郷 102 笠野B遺跡 散 布 地 笠　野
45 大壇小壇十三壇 塚 磯 103 北中須賀遺跡 散 布 地 笠　野
46 唐船番所跡 番    所 磯 町史跡 104 狐須賀遺跡 散 布 地 笠　野
47 大平館跡 城    館 大  平 105 笠浜遺跡 散 布 地 笠　野
48 貝吹城跡 城    跡 真  庭 106 新浜遺跡 散 布 地 新　浜
49 真庭館跡 城    館 真  庭 107 涌沢遺跡 集　　落 山　寺
50 新城山古館跡 城    館 久保間 108 日向北遺跡 集　　落 山　寺
51 日向窯跡 窯    跡 浅生原 109 上宮前北遺跡 製    鉄 浅生原
52 作田横穴古墳群 横 穴 墓 町 110 犬塚遺跡 集落･生産 町
53 熊の作遺跡 集　　落 町 111 新中永窪遺跡 集落･生産 中  浜
54 駒場原遺跡 散 布 地 上  平 112 雷神遺跡 集落･生産 磯
55 川内遺跡 製    鉄 中  山 113 山ノ上遺跡 散布地･生産 磯
56 狐塚遺跡 集落･生産 町 114 作田山遺跡 製　　鉄 浅生原
57 向山遺跡 集落･生産 町 115 内手B遺跡 製鉄･生産 浅生原
58 卯月崎塚 塚 真  庭 116 作田山B遺跡 生　　産 浅生原

（2002年から番号は宮城県遺跡地図中の登録番号に合わせている）

山  元  町  遺  跡  一  覧  表
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17 体育施設の運営方針 
 

 山元町教育基本方針に基づき、町民にとって生きがいづくりや健康の保持・増進などに

つながるよう、スポーツの振興及び普及に努めるとともに、効率的かつ効果的な施設運営

を目指す。 

 

 

重 点 目 標 

 

１ 開かれた運営のもとに町民の平等な利用を確保し、施設の有効活用を図る。 

２ 社会体育団体の育成とスポーツ協会の組織の充実強化 

３ スポーツ推進委員による各種スポーツの普及 

４ 各スポーツの特性に対応した指導者の育成 

 

 

町民グラウンド及び町民体育館  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和３年２月１３日及び令和４年３月１６日に発生した福島県沖地震の復旧工事等が令和５年  

５月３１日に完了したことから、再オープンのための準備を経て、令和５年８月２４日に町民体 

育館をリニューアルオープンした。 

グラウンド面積 20,300㎡ 

町民グラウンド 
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※東日本大震災津波により、今年度に解体を予定しています。 

真庭グラウンド                                        グラウンド面積 6,500 ㎡ 

山寺深山グラウンド（私有地借用）                       グラウンド面積 6,527 ㎡ 

山元中学校 
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町民体育館（体育文化センター・武道館）見取図 

 

１ 所 在 地  山元町髙瀬字合戦原100番地1 

２ 建   築  昭和53年5月20日  鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造 

             昭和55年3月 武道館（増築） 

            昭和63年 会議室（増築） 

            令和5年5月31日 長寿命化改修等工事（完成） 

３ 面   積  体育文化センター（会議室含む）1,622.04㎡   

 武道館 364.78㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［体育文化センター］ 

施設名称 面積(㎡) 

・アリーナ（Ａ面・Ｂ面） 1,036.00 

・観覧席 102.00 

・事務室 27.60 

・放送室 12.16 

・給湯室 17.03 

・玄関ホール 97.80 

・廊下 42.00 

・男子更衣室（シャワー室） 35.00 

・女子更衣室（シャワー室） 35.00 

・男子トイレ 15.30 

・女子トイレ 15.30 

・多目的トイレ 4.40 

・器具庫１ 44.31 

・器具庫２ 33.00 

・器具庫３ 33.00 

・ポンプ室 8.40 

 

［体育文化センター］ 

施設名称 面積(㎡) 

・会議室 63.74 

施設合計 1,622.04 

 

［武 道 館］ 

施設名称 面積(㎡) 

・柔道場 138.59 

・剣道場 138.59 

・トレーニング室 66.00 

・廊下 21.60 

施設合計 364.78 
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牛橋公園（野球場・ゲートボール場・多目的広場） 

野 球 場 

多目的広場 

ゲートボール場（５面） 

■施設維持管理：施設管理課  

■利用調整：生涯学習課  ■利用受付・貸出：中央公民館 

43



 

1８ 公民館･勤労青少年ホームの運営方針 
 

 

山元町教育基本方針に基づき、明るく住みよい町づくりを目指し、生涯学習の振興

とその充実を図るとともに、社会教育施設としての機能を高め、健康で豊かな情繰と

道徳性を備え、創造性に富む活力ある人間形成と潤いのある生活文化の向上に努める

ため、「集まる」「学ぶ」「つなぐ」「広める」生涯学習の「実践の場」として、公

民館・勤労青少年ホームの機能の整備・充実を図る。 

 

 

重 点 目 標 
 

 

１ 地域活動への支援に努め、活性化を図る 

２ 家庭教育の充実を図り、「生きる力」の育成を目指す 

３ 青少年活動の拠点としての機能充実に努め、青少年の健全育成を図る 

４ 町民の多様化するニーズに応じた成人教育の推進と普及に努める 

５ 文化団体の活動支援と広報活動を推進する 

６ 図書室の充実と利用を促進する 

44



 

中 央 公 民 館 見 取 図 

１ 所 在 地       山元町浅生原字日向12番地1 

２ 建   築       昭和55年 3月25日  鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造２階建（完成） 

平成15年11月20日  バリアフリー化工事（完成） 

平成15年12月   エレベーター室（増設） 

平成26年12月   耐震補強工事（完成） 

３ 面   積    1,947.80㎡ 

 
 
    [１階] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
    [２階] 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

   倉庫１ 倉庫２ 放送室 

大ホール 
放送室 

視聴覚室 

和室 

事務室 図書室 

［中央公民館 １階］ 

施設名称 面積(㎡) 

・談話コーナー（ロビーほか） 171.60 

・事務室 86.77 

・図書室 118.19 

・資料室（旧印刷室） 9.76 

・トイレ（男女） 32.61 

・電気室／ポンプ室 44.00 

・倉庫（書庫） 41.25 

・倉庫 47.20 

・更衣室／湯沸室 15.32 

・エレベーター室 35.68 

１階合計 602.38 

 

倉庫(書庫) 

［中央公民館 ２階］ 

施設名称 面積(㎡) 

・大ホール（客席部） 584.94 

・大ホール（ステージ） 176.42 

・放送室（調整室） 24.75 

・倉庫 1（旧機械室） 15.00 

・倉庫２ 25.88 

・調光器置き場／控室（大ホール 2.5 階） 106.25 

・ホール入口フロアほか 149.99 

・トイレ（男女） 32.61 

・会議室 130.98 

・和室 42.78 

・視聴覚室 55.82 

２階合計 1,345.42 
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- 45 - 

 

勤労青少年ホーム見取図 

１ 所 在 地    山元町浅生原字日向12番地1 

２ 建   築       昭和55年 3月25日  鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造２階建（完成） 

３ 面   積    833.20㎡ 

４ 特   記    令和3年7月 社会福祉協議会使用開始（１階事務室ほかを賃貸） 

           令和6年3月 １階ロビーの一部を改装 

令和6年4月 ケアハウスMIRAI山元使用開始 
 
［勤労青少年ホーム １階］ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［勤労青少年ホーム ２階］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

［施設全体の見取図］ 

 

施設名称 面積(㎡) 

・ホール･廊下 87.16 

・階段 4.06 

・ケアハウス事務室（R6 新設） 51.75 

・社会福祉協議会事務室（旧講義室） 86.64 

・社会福祉協議会（旧相談室） 21.20 

・社会福祉協議会（旧和室） 25.17 

・ケアハウス（旧集会室） 42.35 

・調理実習室 51.30 

・湯沸室 8.05 

・トイレ（男女） 31.35 

・倉庫 11.64 

・玄関・プロパン庫 10.86 

１階合計 431.53 

 

社会福祉協議会 

 
社会福祉 
協 議 会 

 

 
 
 
 

軽運動場 

音楽室 

施設名称 面積(㎡) 

・軽運動場 284.98 

・倉庫１ 12.00 

・倉庫２（旧男子更衣室） 9.00 

・倉庫３（旧女子更衣室） 9.80 

・音楽室 43.89 

・ホール･廊下 27.90 

・階段 14.10 

２階合計 401.67 

 

R3～使用停止 
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会議室7 

3階 

山元町防災拠点・山下地域交流センター見取図 

（愛称：つばめの杜ひだまりホール） 
１ 所在地  山元町つばめの杜一丁目 8番地 

２ 建 築  平成 29年 8月 23日 鉄筋コンクリート造 3階建 

３ 面 積  建物 3,857.21㎡ 

2階 

１階 

3階  名 称 ㎡ 

リハーサル室 129 

会議室 5 159 

会議室 6 61 

会議室 7 40 

調理室 70 

和  室 62 

交流情報･ 

学習コーナー 
463 

 

 

 

 

2階  名 称 ㎡ 

会議室 1 27 

会議室 2 42 

会議室 3 42 

会議室 4 27 

図書・ 

パソコンコーナー 
140 

シャワー室（男女） 23 

音響・映像調整室 59 

 

 

 

 

1階  名 称 ㎡ 

防災情報コーナー・ 

ギャラリー 
97 

屋内イベントホール 72 

エントランスホール 277 

文化研修ホール 435 

相談室 1・2 24 

消防団詰所 29 

管理事務室 31 

 

会議室6 

会議室5 

屋内イベントホール 

 

 

イベントホール 47



 

山元町防災拠点・坂元地域交流センター（坂元公民館）見取図 

（愛称：ふるさとおもだか館） 
 

1 所 在 地   山元町坂元字町東1番地60 

2 建  築   平成29年5月31日  鉄筋コンクリート造２階建 

3 面  積   建物 2,228.39㎡  

 

 

 

１階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

１階 名称 ㎡ 

坂元支所 45 

管理事務室 15 

イベントスペース 197 

会議室 1 123 

会議室 2 80 

会議室 3 40 

会議室 4 63 

図書コーナー 82 

授乳室 6 

湯沸室 6 

屋外用品備蓄庫 34 

 

 
 

２階 名称 ㎡ 

防災研修室 290 

調理室 70 

会議室 5 62 

会議室 6 38 

和室 73 

相談室 40 

シャワー室 12 

屋内用品備蓄庫 A 53 

屋内用品備蓄庫 B 59 
 

２階 
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19 歴史民俗資料館運営方針 

 

山元町教育基本方針に基づき、明るく住みよい町づくりを目指し、祖先の築い

てきた郷土の歴史を明らかにするとともに、民俗資料、自然環境に関する資料を

収集保管し後世に継承しながら公開伝承を図り、町民の文化の向上に資する。 

また、東日本大震災を後世に語り継ぐとともに、その関係資料の整理・保存を行

う。 

重 点 目 標 

１ 考古、歴史、民俗、自然環境等に関する資料の収集分類・整理を行い、適正に保存

する 

２ 資料に関する調査研究を行い、定期的に展示し、成果を公開する 

３ 資料に関する伝承及び創作活動を積極的に行う 

４ 企画展関連の講演会、講習会、研究会等を開催する 

５ 他機関並びに学校との連携を図り事業を行う 

６ 東日本大震災の後世への伝承と収蔵品の整理を行う 

 

歴史民俗資料館見取図      文化財収蔵庫見取図 

〇 所 在 地   山元町浅生原字日向13番地5        山元町浅生原字日向13番地5 

〇 建      築   平成元年3月 ＲＣ造平屋建        令和２年11月 ＲＣ造平屋建 

〇 面    積     706.62㎡                    198.79㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業室  

前室  

山元町文化財収蔵庫  
配  置  図 

収蔵スペース 

特

別

遺

物

収

蔵

室  

一

般

遺

物

収

蔵

室  

ポ

ー

チ  
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20 ふるさと伝承館運営方針 

 

山元町教育基本方針に基づき、地域の伝統文化の継承及び創作活動の伝承を図ること

を目的として、施設の適正な運営管理を行う。 

 

重 点 目 標 

１ 機織、陶芸等の技能の向上と伝承活動を推進する 

２ 社会教育団体の活動の場として、施設の有効活用を図る 

 

 

ふるさと伝承館見取図 

〇 所在地  山元町浅生原字日向 13番地 5 

〇 建 築  平成 2年 3月 鉄骨造２階建 

〇 面 積  623.58㎡ 

トイレ 

 

収蔵庫 

 

陶芸室 

織物制作室 
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21 深山山麓少年の森運営方針 
 

 

山元町教育基本方針に基づき、地域住民の多様なニーズに対応するため本町の緑

豊かな自然、気候風土、恵まれた地理的条件等を活かした農村多目的施設として、

スポーツ、文化、産業等あらゆる活動を通して、人と人、人と物の交流を図る。 

また、地域住民に潤いとやすらぎを与えることにより、住民を主体とした参加と

連帯によるコミュニティ形成に努める。 

併せて、青少年の健全育成に努めるとともに、高齢化社会、福祉社会へ対応する

施設としての整備、充実に努める。 
 

 

重 点 目 標 

 

１ 農村多目的広場としての施設の整備・充実 

・都市近郊住民との人的、物的交流を図る 

・住民の参加と連帯によるコミュニティ形成を図る 

・施設の老朽化対策と駐車場不足の解消、更には魅力の向上を図るため、施設の

拡張・改修を実施する 

 

２ 青少年の健全育成、高齢化社会、福祉社会に対応する施設としての整備・充実 

・自然に親しみながら、年齢、体力、目的に応じた健康維持・増進 

・野外活動等を通して、青少年の健全育成の場としての活用を図る 

 

３ 豊かな自然環境の保全と活用 

・自然環境保全意識の啓発と体験学習の場の拡大 

・「深山山麓少年の森」を中核としての周辺地域の自然を活かした有効活用を図る 

・自然志向の高まりを受け、森林浴などのレクリエーション施設として活用を図る 

・近年の登山ブームの影響により、町内外から多くの登山者が訪れていることを踏

まえ、自然を活かした登山道（自然観察路）の活用と充実を図る 
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深山山麓少年の森 

 

１ 所在地   山元町山寺字新山85番地 

２ 建  設   平成7年3月  

       令和7年7月12日リニューアルオープン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52



 

深 山 自 然 観 察 路 
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22 震災遺構中浜小学校運営方針 

 

山元町教育基本方針に基づき、震災の記憶と教訓を風化することなく後世へ伝承

することなどを目的として整備し、令和２年９月に一般公開を開始した。 

防災・減災への意識向上や避難行動の在り方などを学ぶ場として、防災教育・防

災研修等に活用されるよう広報活動等に努めるとともに、効率的かつ効果的な施設

運営を目指す。 

 

重 点 目 標 

１ 施設を活用した町民等への防災教育の場を提供する 

２ 学校や団体、企業等に働きかけ、県内、県外の子どもから大人まで関わることのできる 

防災教育の場を提供する 

３ 他震災伝承施設と連携を図り、定期的に情報発信を行う 

４ 防災を学ぶ場として、防災講習会等を開催する 

 

震災遺構中浜小学校見取図 

〇 所 在 地  山元町坂元字久根22番地2 

〇 建   築 平成元年  鉄筋コンクリート造2階建 

〇 面   積 2,310．12㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災遺構中浜小学校  

メモリアル広場  

第２駐車場  

第 １ 駐 車 場  

（ ２ ２ 台 ）  

バス駐車場  
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１階  平面図 

 

 

２階  平面図 

 

 

屋上  平面図 

 

 

 

 

 

※グレー着色部分：立ち入りが可能な範囲   

 面積（㎡） 

１階 １６５ 

２階 ４３７ 

屋上 ２３２ 

合計 ８３４ 

〇立ち入り可能な面積 

55



(1)育児サークル「なかよし会」 ⑵山元ボランティアサークル虹

職 名 氏　　名 備　　考 職 名 氏　　名 備　　考

会　長 鈴　木　春　奈 会　長 岩　佐　真悠子

副会長 髙　橋　涼　翔

⑶山元町連合父母教師会 ⑷山元青年倶楽部“翔”

職 名 氏　　名 備　　考 職 名 氏　　名 備　　考

会　長 志小田　香　織
坂元小学校
父母教師会

会　長 内　山　太　史

副会長 建　村　勇　樹
山元中学校
父母教師会

副会長 大　坪　丈　浩

⑹山元町文化協会

職 名 氏　　名 備　　考 職 名 氏　　名 備　　考

会　長 齋　藤　由　紀
青少年育成
推進指導員

会　長 山　上　利　昭
フォト・

あんぐる山元

副会長 伊　藤　篤　子
民生委員児童
委員協議会

副会長 作　間　京　子
民謡照桃会
山元支部

副会長 武　田　義　弘 校長会
(山下第二小学校)

副会長 阿　部　修　久 山元短歌会

⑻山元町老人クラブ連合会

職 名 氏　　名 備　　考 職 名 氏　　名 備　　考

会　長 永　谷　文　定 区長会
(笠野区長)

会　長 鞠　古　純　一 牛橋桜の会

副会長 齋　藤　賢　一 校長会
(坂元小学校)

副会長 三　橋　ツル子
山寺いきいき

クラブ

副会長 大　和　良　一
公衆衛生組合

連合会

⑽山元町スポーツ少年団本部

職 名 氏　　名 備　　考 職 名 氏　　名 備　　考

会　長 嶋　田　博　美
山元町ソフト
ボール協会

本部長 阿　部　正　晴 山下フレンズ

副会長 髙　橋　誠　一
山元町ソフト
ボール協会

副本部長 森　　竜　一
山下バスケッ

トボール

副会長 作　間　稔　昌
山元町

卓球協会
副本部長 寺　嶋　琢　也

YYクラブ・
ジュニア

⑼山元町スポーツ協会

23　社会教育関係団体

⑸山元町青少年育成推進協議会

⑺すばらしいやまもとを創る協議会

56


	2815305c642add00bb6969f371b6affed1becc465826d08656a8d83c8f1ccac7.pdf
	2e754dbaf6721caeb6e9ecd3191b40e8974f70df926477fea4e6f57dd12ec63c.pdf
	2461a9c8e2afbfcbb502746a4e455e5a1664a81093b711cba793dd596bca57b6.pdf


	7b49300fc74c5625ee28870481c41066268a27cf9eb2f701b95315a2abc14b6f.pdf
	2815305c642add00bb6969f371b6affed1becc465826d08656a8d83c8f1ccac7.pdf
	2e754dbaf6721caeb6e9ecd3191b40e8974f70df926477fea4e6f57dd12ec63c.pdf
	2461a9c8e2afbfcbb502746a4e455e5a1664a81093b711cba793dd596bca57b6.pdf
	2461a9c8e2afbfcbb502746a4e455e5a1664a81093b711cba793dd596bca57b6.pdf
	2461a9c8e2afbfcbb502746a4e455e5a1664a81093b711cba793dd596bca57b6.pdf
	2461a9c8e2afbfcbb502746a4e455e5a1664a81093b711cba793dd596bca57b6.pdf
	2461a9c8e2afbfcbb502746a4e455e5a1664a81093b711cba793dd596bca57b6.pdf
	2461a9c8e2afbfcbb502746a4e455e5a1664a81093b711cba793dd596bca57b6.pdf
	2461a9c8e2afbfcbb502746a4e455e5a1664a81093b711cba793dd596bca57b6.pdf
	2461a9c8e2afbfcbb502746a4e455e5a1664a81093b711cba793dd596bca57b6.pdf
	2461a9c8e2afbfcbb502746a4e455e5a1664a81093b711cba793dd596bca57b6.pdf
	2461a9c8e2afbfcbb502746a4e455e5a1664a81093b711cba793dd596bca57b6.pdf



